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調査は 2016 年 7 月～ 8 月に行った。本学人間学
部児童教育学科の専門科目「図画工作」および「家
庭」の履修者 124 名（1 年生 67 名・2 年生以上 57 名、



























































































マ（1コマ 90 分）、家庭科 3コマである。ただし、
図工は時間外に作業を行った者もいる。巾着袋の製
作後には、16 名を対象に学習内容の理解度につい









行った。回答者数は 111 名（1 年生 62 名・2 年生以






ある」22. 1%、「やや自信がある」28. 3% ,「あまり
自信がない」39. 8%、「自信がない」9. 7%であった。
選択肢を点数化（好きである 1 点～好きではない 4
点、自信がある 1 点～自信がない 4 点）したところ、
「ものづくりは好きですか」の平均値は男子学生 1. 51
点、女子学生 1. 78 点、「ものづくりの自信はありま



































































































(知識・技能) 発想や構想 創造的な技能 
1 A B B 
2 C C A 
3 A A A 
4 C C C 
5 S A S 
6 B C A 
7 B C A 
8 B C B 
9 B C C 
10 B B A 
11 A B A 
12 B C B 
13 C C B 
14 C C B 
15 B B B 
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